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辺野古新基地建設絶対阻止! 改憲・戦争の安倍たおそう!

〈日時〉４月28日(金)
□法政大学包囲デモ

12時30分～ ※13時～デモ出発
＠法政大学市ヶ谷キャンパス前集合

□文部科学省・申し入れ行動
15時30分～ ＠霞ヶ関・文部科学省前

□学生労働者集会
18時30分～ ＠牛込箪笥区民ホール（新宿区箪笥町15番地）



斎藤全学連委員長の集会アピール

全学連の委員長をやってます、

法政大学の斎藤です。

市東さんの農地を守り、三里塚

闘争勝利を共に勝ち取っていくた

めの決意を表明し、元気よくデモ

に出ていきたいと思います。

いま市東さんの農地を守る闘い、

そして三里塚闘争が勝利するか否

かは、この世界のこれから先の在

り方を決めていく闘にますますなりつつあります。

朝鮮半島をめぐる核戦争の危機は極めて具体的になっていま

す。史上最大規模の軍事演習が行われ、それに対して北朝鮮の

側も対抗的にミサイルを発射する。こういうことが行われれ続

けて、より一層具体的な危険性が迫ってきています。

しかしこれに関連して、1994年のいわゆる朝鮮危機と呼ばれ

た時代に僕らは戦争を止めたことがあるんだという記憶を甦ら

せなくちゃいけないと思ってます。

あの94年の朝鮮危機の時、95年に読売新聞が「あのとき本当

は核ミサイルのボタンに手がかかっていた」と発表しました。

だけどなんでその時にできなかったかと言えば、要は実際に戦

争をやる体制がなかったからだと言われています。

アメリカの側から、当時出された107の戦争準備の項目の中

には、例えば成田空港の軍事使用が入っていました。それは明

白にこの三里塚闘争が阻止した闘いでした。戦争を止めた闘い

でした。

戦争はもちろん、成田空港だけの問題だけではないわけです

けど、だけど三里塚闘争50年の歴史の中で、先ほど発言された

椎名千恵子さんのように、その瞬間はこの場にいなかったとし

ても、いまこの瞬間この場にいなかったとしても、三里塚闘争

に参加し、その歴史を覚えている人たちがこの日本中に散らばっ

ているわけです。それが戦争動員を阻み、帝国主義の戦争を止

める実際の力になったんです。

94年の朝鮮危機の時、韓国では民主労総の結成が95年です。

つまり民主労総の結成に向かって労働者がバンバン闘ってた時

代です。どっちの面からも、戦争をやることはできなかった。

これが94年戦争の危機を止めた闘いだったんです。

いまこの2017年、三里塚闘争に集まる私たちは、それぞれ多

くの苦闘をしながら、だけど新たな闘いに向かって挑戦を開始

し前に進んでいます。

この間多くの闘いに参加して、三里塚闘争を思い出している

人たちが日本中にいるということが、三里塚の決戦本部からも

言われていると思います。

韓国では、民主労総のゼネラルストライキを中心とした闘い

でパククネ政権がついに打倒されました。THAADの配備を阻止

しようと、星州の現地で5000人規模の集会が行われています。

いま核戦争の危機が叫ばれていますけど、それは僕らの決断次

第でいくらでも止めることはできます。私たちの大学でも、こ

ういう時代の中で70年ぶりに軍事研究が始まっています。教育

が民営化され、金さえ出せば学校も幼稚園も作れる。こういう

状況のなかで、あの塚本幼稚園のようなふざけたものが誕生し

ていました。でも彼らはまさしく、金まみれの政治しかできな

いからこそ、結果金まみれの籠池と金まみれの安倍が喧嘩をし

あう状況になっているわけです。僕らはこういう論理を根本的

に粉砕する闘いを現場から始めることによって必ずこの社会を

変えていきたいと思います。

いま私たち学生にとって、最も身近なブラック企業は大学で

す。大学の職員は半分以上が非正規職です。ブラック企業が新

人社員に対する研修と称して自衛隊に社員を投入していたよう

に、金まみれの大学が軍事研究を始めるのは同じ関係です。京

都大学の仲間たちが決行したあの2015年の反戦ストライキに続

いて、日本中の大学から戦争反対のストライキができる学生自

治会を甦らせて、市東さんの農地を奪わせない、そういう力関

係を作り上げていきたいと思います。

全学連はそのために、徹底的に努力し挑戦し闘い抜いていき

ます。本日のデモを元気よく打ち抜いていきましょう。

4・1常磐線浪江延伸阻止！ 3/25動労水戸支援

共闘結成2周年集会が打ち抜かれました！


